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正しいマスクのつけ方、できていますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自分のコロナ対策がきちんとできているか、もう一度確認してみましょう。 

項目 確  認  事  項 ﾁｪｯｸ 

健康観察 毎日、登校前にきちんと体温を測定し記録している  

毎日、自分の体調を確認している（発熱、頭痛、だるさ、咳などのかぜの症

状、味覚や嗅覚の異常の有無など） 

 

体調が悪いときには学校を休むようにしている  

手洗い 手洗いは、３０秒以上かけて、水と石けんを使って、ていねいに洗っている  

食事の前、外出後、トイレのあとなどこまめに手を洗っている  

十分な手洗いができないときは、アルコールなどで手指を消毒している  

いつも清潔なハンカチかタオルを持ち歩いている  

マスクの着用 外出するとき、他の人と会話をするときなどは、症状がなくても必ずマスクを

している 

 

マスクは、鼻からあごまで隠れるように、正しく着用している  

マスクは、ひもを持ってはずし、口に当たる部分に触らないようにしている  

三密を避ける 人との間隔は、できるだけ２ｍ（最低１ｍ）空けるようにしている  

会話をするときは、できるだけ真正面を避けている  

人がたくさん集まるようなところには、できるだけ行かないようにしている  

こまめに部屋の窓を開けて、換気をしている  

食事の時の注意 大人数での会食をしないようにしている  

食事をするときは、向かい合わせにならないよう座席に気をつけている  

回し飲みや、箸の共用はしない  

大皿に盛らずに、できるだけ個人ごとに小皿に分けて出すようにしている  

会話をするときは、必ずマスクを着用し、大声を出さないようにしている  

その他 不要不急の外出を自粛している  

同居する家族に発熱等の症状が見られる場合も、学校を休むようにしている  

十分な栄養と睡眠をとり、ウイルスに対する抵抗力を高めている  

コロナウイルスに感染した人などに対し、非難したり悪口を言ったりしない  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島中央高校 保健室 

  令和３年８月２４日 

長いと思っていた夏休みもあっという間に終わってしまいました。今日から 

２学期のスタートです。生活リズムを早くもどして、また新たな気持ちで学校

生活をがんばりましょう。 

 全国的にコロナの感染拡大が止まりません。一人ひとりが感染対策を再確認

し、確実に実行することが大切です。コロナが騒がれ始めてから１年半以上、

「コロナ疲れ」とも言われていますが、今が踏ん張りどころです。これ以上感

染が拡がらないように気を引きしめましょう。 
 

 

福島県でも 

10代の感染者が急増!! 
7 月は全体の感染者に占める

10 代の感染者の割合は 10.9％

でしたが、8 月は、16 日時点で

21.7％と約２倍になっています。 

今感染の主流になっている変異

株（デルタ株）は感染力が強いの

で、若い年代も注意が必要です。

今まで以上に気をつけましょう。 

今年の十五夜は９月２１日(火)です 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災用品に、

マスク、アル

コール消毒、

体温計なども

忘れずに入れ

ましょう 

 

 

  


